
奈
良
・奈
良
町
遺
跡（平

城

京

跡
左
京
四
条
六
坊
十
四
坪
）

１
　
所
在
地

奈
良
市
阿
字
万
字
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
九
年

（平
Ｈ
）
二
月
１
六
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
奈
良
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
松
浦
五
輪
美

・
細
川
富
貴
子

５
　
遺
跡
の
種
類
　
都
城
跡
、
中

・
近
世
都
市

６
　
遺
跡
の
年
代
　
入
世
紀
―

一
人
世
紀

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

遺
跡
は
平
城
京
の
東
端
に
あ
た
る
が
、
平
安
時
代
以
前
の
遺
構
は
ほ
と
ん
ど

遺
存
し
て
お
ら
ず
、
中
世
以
降

奈
良
町
と
し
て
発
展
し
た
時
期

の
遺
構
が
多
い
。
地
形
が
西
ヘ

下
る
緩
や
か
な
斜
面
で
あ
る
た

め
、
土
地
が
削
平
や
盛
上
に
よ

っ
て
改
変
さ
れ
て
お
り
、
基
本

的
に
南
北
に
長
い
宅
地
が
形
成

さ
れ
て
い
る
。
検
出
し
た
遺
構

は
、
溝

・
土
抗

・
井
戸
な
ど
で
、

明
確
な
建
物
跡
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
溝
は
宅
地
を
区
画
す
る
た
め
の
も
の

で
、
平
安
時
代
か
ら
室
町
時
代
に
到
る
ま
で
は
ほ
ぼ
同
様
の
宅
地
割
り
が
踏
襲

さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

木
簡
が
出
土
し
た
井
戸
は
、　
一
七
世
紀
前
半
の
も
の
と
考
え
ら
れ
、
南
北
約

二
ｍ
東
西
約

一
・
五
ｍ
の
楕
円
形
で
深
さ
二

・
六
ｍ
以
上
の
掘
形
を
も
つ
。
枠

材
は
抜
き
取
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
埋
土
か
ら
は
土
器
の
他
、
下
駄

・
漆

椀

。
皇
朱
通
宝

（北
宋
、　
一
Ｑ
二
八
年
頃
）
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

⑪

　

「
＜
出
雲
村
弥
四
郎
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
μＮ契
囀叉
∞
Φ駕

上
端
は
折

っ
た
ま
ま
整
形
し
て
い
な
い
。
「出
雲
村
」
は
奈
良
県
桜
井
市
に

江
戸
時
代
か
ら

一
人
人
九
年

（明
治
二
一
し
ま
で
存
在
し
て
お
り
、
そ
こ
か
ら

送
ら
れ
た
物
品
に
付
け
ら
れ
て
い
た
荷
札
木
簡
で
あ
ろ
う
。

（松
浦
五
輪
美
）

(奈 良)




